
平成23年度全国山岳遭難対策協議会開催要項

1 趣旨

登山における遭難事故を防止するため、山岳関係者や山岳遭難対策関係者の参加を求め、山岳

遭難の原因等について研究協議し、今後の遭難対策の具体的施策に役立てる。

2 主催

文部科学省、環境省、警察庁、気象庁、消防庁、社団法人日本山岳協会、独立行政法人日本スポ

ーツ援興センター国立登山研修所、山岳遭難対策中央協議会

3 期日 平成23年7月7日(木)

4 会場 国立オリンヒ。ツク記念青少年総合センター国際会議室

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3番1号

電話 03-3469-2525

FAX 03-:-3469-2277 

5 参加者

(1) 各都道府県からの参加者は、次の①及。⑨に該当する者の中から4----5名とする。

①各都道府県教育委員会の関係者

②下記に該当する者

ア 各都道府県山岳遭難救助組織(都道府県遭難対策協議会、警察、消防防災、自然公園保護

等)の関係者

イ 各都道府県山岳連盟(協会)の関係者

ワ 高等学校登山部(山岳部)の関係者

(2) 山岳ガイド、山小屋の関係者、旅行会社等のツアー登山関係者、メディア関係者、 登山

道具製造業関係者、登山道具小売業関係者

(3) 高等専門学校山岳部の関係者(顧問、監督、コ?チ等)

(4) 大学山岳部の関係者傭問、監督、コーチ等)

(5) その他山岳団体関係者

6 内容

(1)開会式 10 : 00'"'-'10 : 15 

(2)報告1 10 : 30'"'-' 11 : 00 

「平成22年度中の山岳遭難事故概況報告」

報告者:警察庁生活安全局地域課課長補佐笠井成樹氏

(3)報告II 11 : 10~12 : 10 

「大津市消防局における山岳遭難対策の取り組みについて」

報告者:警防課副参事消防救助係長事務取扱消防司令重盛篤樹氏

(3)報告II 11 : 10.--.....12 : 10 

「遭難事故の現場からJ(仮題)

報告者:滋賀県大津市消防局警防課副参事消防指令重盛篤樹氏

(昼食・や博)12: 10.--.....13 : 30) 

(4)講義1 13 : 30.--.....14 : 40 (質駒志答 10分)

「過去の遭難実態の分析J(仮称)

講師:静岡大学教育学部教授村越真氏

*道迷い遭難の実態と読図の指導に造詣が深い

(5)講義II 14 : 50'"'-'16 : 00 

「遭難防止の取り組みと連携J(-仮称)

パネルデ、ツスカッション形式で遭難防止の取り組みについて各機関どのような問題点を持

ち、その問題点からどのような連携を取る必要があるのか討議する。

(6)閉会式 16 : 00.--.....16 : 20 



7 日程表

9:30 10:00 10:15 10:30 11:00 11:10 12:10 13:30 14:40 14:50 16:00 16:20 
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8 申し込み

別手踊式に必要事頁を記入の上、平成23年 6月22日(水)までに、所属別に下記の

関係省庁・団体等へ申し込むこと。

所属 申込先FAX番号 担当所属

1 警察庁関係者 03-3580-3014 警察庁生活安全局地域課

2 環境省関係者 03-，-3508-9278 
環境省自然環境局総務課自然ふれ

あい描隼室

3 気象庁関系者 03-3284-0180 . 
気劃ず予報部業務課

防災計画係

4 消防庁関係者 03-5253-7576 
総務省消防庁国醐護・防災前議湾官付救助

係・国際緊急援助係

5 山岳団体関係者 03-3481":'2395 (社)日本山岳協会

6 1'"'-'5以外 03-6734-3792 
文部科学省スポーツ・青少年局ス

ポーツ振興課

担当者

米森昌一

小林貞成

隈部智晴

小 宮充豊

西内 博

社 敏明


